
 

 

 

 

■環境整備部会  
１）第２回環境整備部会開催 

11 月 8 日 第 2 回環境整備部会が開催されました。 

部会開催に先立ち、ひばりが丘公園の花壇に、部会員で

色取り取りのパンジーの花を植栽しました。例年春と秋

の季節に合致した花を植栽し、公園を活用する多くの

方々の目を楽しませています。植栽作業と並行に、工業

団地内の環境パトロールも実施し、紅葉が終わった樹木

からは多くの枯葉が歩道に舞い落ちており、自転車の走

行や、歩行する際の妨げになっている箇所の抽出を行い

ました。抽出された内容に付いては、所轄部門への対応

をお願いしました。 

部会の議事・報告については、安全衛生部会と共同で

開催が予定されている、優良企業視察について及び、第

3回部会開催日について協議をしました。事務局よりは、

各部会の活動報告や、先月開催された、栃木県産業労働

観光部長との意見交換会について、内容の報告をさせて

頂きました。 

■交通防犯部会 

１）安全運転講習会開催   

10 月 31 日 大会議室で、交通防犯部会主催、交通

安全講習会を講師にツインリンクもてぎ・アクテブセー

フティトレーニングパーク・インストラクター氏家様を

迎え開催されました。 

講習会には、14 社 36 名の若手から中堅の方まで幅広く

多くの出席を頂き、講習内容は、動画を用いての危険予

知の訓練で、スクリーンに映し出された市街地を走行す

る車両を、自らの目線で、危険と思われる箇所の抽出を

行う内容で、危険と思われる事象について出席者の多く

は一致している場面も有るが、運転経験の違いで危険と認識している箇所や事象の違いが顕著に現

れるなど、改めて自身の運転について見直す機会を得たと思います。 

更に、運転のプロセスは、認知・判断・操作と連続しており、情報に対して正しい判断を連続し

ておこなう為、危険に対する感受性が高くないと危険とは認知しない為に、特に通い慣れた道での
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事故が多いのは、感受性が低くなり、危険と認知しない為に起きるとの事でした。 

交通事故は、他人事では無く、常に自身の周りに潜んでいる事を改めて認識させられた講習でした。 

３）平成 24 年度 安心・安全の道づくりを求める県民大会開催 

11 月 26 日 栃木県総合文化センターに於いて、  

『平成 24 年度 安心・安全の道づくり県民大会』が開

催され、大会には福田知事・国会議員・県会議員の方々

及び土木関係より県土整備部長等の方々、芳賀町豊田町

長を始め、県内各市町長、道路利用者団体（トラック協

会・タクシー協会・栃木県バス協会・商工会連合会）等

様々な道路使用者の方々が集まり開催されました。 

御来賓あいさつの後、県内の工業団地を代表して、芳

工連交通防犯部会 前田部会長が意見発表を行いまし

た、発表趣旨は、道路は県民の日常生活や、社会経済活

動を支える最も基本的な社会資本であり、その整備は、県民や企業にとって切実な願いで、本県の

道路整備状況は未だ不十分な状況にあり、道路整備事業が着実に推進出来る様お願いをさせて頂き

ました。 

■総務企画部会  

１）初級管理者研修会開催 

11 月 14 日初級管理者研修会を管理センター大会議室

で開催をしました。人材育成を目的とした研修会は、新

入社員を対象に新入社員研修、中堅の社員対象の若手研

修会、そして今回開催の、管理者として部下を指導する

立場の人達の為の初級管理者研修会です。 

今回は７社から 13 名の参加を頂き開催され、冒頭、

講師のエファ社 菊池先生より、マネージメントとは？

の質問に、多くの出席者は、管理をする事と答えていま

したが、具体的に何を管理するのかを問われると、人・物・金と即答をしておりました、更に管理

には、情報が加わり 4 種の神器となっているとの事、参加者一同大きく頷いており、管理者とは、

それらをやりくりする事が本来の業務で、そのやりくり次第で企業の目標が達成できると説明をさ

れていました。 

更に、管理職として、部下に仕事の指示を出す際は、

部下の特性を十分踏まえた上での指示の仕方が重要で、

部下の人間性を十分理解することも管理職としての重要

な業務である事も参加者へ語っておりました。 

受講者のアンケート結果では、研修会の内容はよく理

解され、全受講者から今後の仕事に、参考になるとの事

でした。また、研修会の内容を自分で実践する項目も多

く、受講された方々は、この研修会で得た多くの知見を

実践する事により、活気ある職場となり、企業が益々繁

栄することをお祈りいたします。 

 



２）第５回担当者ゴルフ大会開催 

11 月 17 日（土）芳賀町のロイヤルメドウゴルフスタ

ジアムにて、芳工連会員企業の方々、芳賀町関係者や

17 名が参加して大会を開催しました。 

天候状態は、午前中は曇り空、午後は気にならない程度

の雨で、まずまずのコンデションで、4チームそれぞれ

に親睦が図られながらの熱戦が繰り広げられました。 

優勝は、ドライバーショット、パターに常に安定し、

GROSS 84 HC9.6 NET74.40 で廻った三菱 UFJ 信

託銀行久志幸信様が、準優勝は、NET 75.8 で金子亨様が獲得しました。 

写真は、優勝トロフィを手に満面の笑みの 久志さんです。 

●芳賀町民祭開催 

11 月 4 日（日）芳賀町役場の駐車場をメイン会場に、第 31 回芳賀町民祭が開催されました。好

天に恵まれ、15,000 人を超える多くの人で混みあい、東日本大震災以降、支援を続けている宮城

県女川町女川漁港直送の新鮮なサンマの塩焼き１千匹が焼かれ来場者に提供されるなどのイベン

トもありました。 

芳工連からは、本田技研工業様・ホンダエンジニアリング様・本田技術研究所様・ホンダ開発様

が共同出店・リブドゥコーポレーション様・東上ガス様が、自社製品の紹介展示を行い、会場を大

いに盛り上げました。ご協力ありがとうございました。 

●平成 24 年度真岡地区産業安全衛生大会開催 

11 月 21 日真岡労働基準協会主催の真岡地区産業安全

衛生大会が真岡市内グランドホテル静風にて、来賓に栃

木労働局長様・芳賀郡市町長様をお招きし開催されまし

た。 大会には、約 300 名程が集まり、芳工連からも富

永副会長・藤枝安全衛生部会長を始め多くの会員が参加

しました。 

大会は、第 1 部は、優良事業所の表彰等・第 2 部は、

岡本労働衛生コンサルタント事務所 所長 岡本佳久

氏による特別講演と 2部構成で開催されました。 

第 1 部 式典 

主催者を代表し、真岡労働基準協会黒沢会長の挨拶が有り、本大会は、真岡労働基準監督署主唱

で管内の労働災害防止団体、産業保健推進団体の後援を頂き例年労働災害が増加するこの時期に開

催されており、現在真岡労働基準監督署管内では、安全総点検運動を展開中で、 設備点検 教育

点検 行動点検を強力に企業様で展開がされていますが、経済状況が、構造的な不安を抱えている

状況の中、安全は何事にも最優先することを、現場では、末端まで浸透し共有化しているかが、疑

問です。 

人材育成・技能の伝承・効果効率を進める上で、安全は最優先事項でなくてはなりません、我々

の重要な責務は、従業員の安全に対する優先順位を、知っているから、理解している、そして、 納

得しているへ前進させることで、経営のベースとなる、 職場の安全確保にこれまで以上に優先 

順位を上げて取り組むとの力強い挨拶がありました。 



芳工連日誌 

【11 月の実績】 

04 日 芳賀町民祭 

05 日～6日 団管連研修会 

08 日 環境整備部会 

14 日 初級管理者研修会 

17 日 第 6回担当者ゴルフ大会 

21 日 真岡地区安全衛生大会 

26 日 安全・安心道づくりを求める県民大会 

27 日 町民祭反省会実施 

 

【12 月の予定 】 

04 日 安全活動事例発表会 

10 日 交通安全のぼり旗設置 

12 日 第 3回役員会開催 

13 日 清原・宇都宮・芳賀工業団地情報交換会 

19 日 街頭指導実施 

15 日～15 日 年末年始無災害運動実施 

主唱者の真岡労働基準監督署の沼澤署長挨拶よりは、  

真岡労働基準監督署管内における労働災害の被災者数

は、多くの関係者のたゆまぬ努力により長期的には減少

しているものの、大幅な減少を見た平成 21 年以降、増

加に転じ、三年連続の増加になっており、特に本年に於

いては、昨年より 1.5 倍多い状況で推移しているとの事

で強い危機感を抱いてるとの事、そして、 

10 月末現在の被災者数は 151 人と、前年同期から 49

人の大幅な増加となり、有ってはならない死亡労働災害

で 3名の尊い命が失われている現状から、今後さらに災害が多発する傾向にある年末を前に、十分

な安全対策の徹底を呼びかけ、新たに『真岡労働基準監督署管内安全総点検運動』を 24 年 11 月 1

日～25 年 1 月 15 日迄展開を実施し、無災害に臨んでいる旨の挨拶がありました。 

第 1 部 表彰式 

来賓祝辞後、各表彰式に移り、優良事業場 4 社・安全

衛生功労者4名・優良従業員92名に対し授与されました。 

事業所に永年勤務し、優良従業員を表彰する社団法人 

真岡労働基準協会長優良従業員賞に芳工連よりは、株式

会社 本田技術研究所  村上 学 様が受賞されまし

た。 

また席上ホンダエンジニアリング株式会社・安全協議

会が、平成 24 年度栃木地区産業安全衛生大会に於いて、

栃木労働局長安全衛生表彰受賞が紹介されました。 

表彰された個人・団体の皆様、誠におめでとう御座います。今後のご活躍を期待します。 

第 2 部 特別講演 

特別講演は、岡本労働衛生コンサルタント事務所 

所長による、演題『正しく恐がれ・放射性物質の人

体への影響』の演題で講演会が開催されました。 

岡本先生は、労働衛生コンサルタントとして労働

衛生教育等、職場環境の改善と作業管理に従事し、

工学的な環境改善対策に取り組む中で、放射能や、

有害物質や有害エネルギー関係に精通し、培ってき

た経験や技術的な見地から放射性物質について・放

射性の種類とその特性などを話され、参加者は、放

射能に対する正しい知識を得る事が出来、何が危険

でどれが安全なのかが理解できた講演内容でした。 

事務局雑感  

環境整備部会の活動の一環で、団地内の環境パ

トロールで団地内を見回りました。歩道の欅から 

紅葉した葉が舞い散る様には秋の終わりを感じま

すが、落葉が吹き溜まったところは、自転車や歩行

者の妨げになるので、町に清掃をお願いしました。

掃除のタイミングが難しそうですね。 


